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広 場

客室入口

客室内観

計器類

広
告
掲
出

「
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
」
×
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ

ラ
ー
」
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
広
告
概
要

①
掲
出
場
所
：
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
駅
臨
時

柱
巻
広
告
（
銀
座
四
丁
目
交
差
点
改
札
付

近
）

掲
出
期
間
：
２
０
２
３
年
３
月
20
日
（
月
）

〜
３
月
26
日
（
日
）

②
掲
出
場
所
：
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
駅
構
内

広
告
・
銀
座
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ッ
ト

（
A
11
出
口
付
近
、
B4
出
口
付
近
、
B5
・

B6

出
口
付
近
他
）

掲
出
期
間
：
２
０
２
３
年
３
月
27
日
（
月
）

〜
４
月
２
日
（
日
）

● 

支 

部 

便 

り 

●

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
支
部
（
赤
石
良
治
支
部
長
）
で

は
、
11
月
13
日
に
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
大
会
議
室
に
講
師
に
株
式
会
社
ロ
ッ

テ
の
坂
本
実
咲
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
、

２
０
２
３
年
度
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
24
社
52
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
広
告
を
使
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展

開
事
例
だ
っ
た
の
で
、
出
席
さ
れ
た
会
員

社
の
皆
さ
ま
は
熱
心
に
聴
講
を
し
て
い
ま

し
た
。

実
務
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
伊
藤
義
彦

支
部
長
）
で
は
、
９
月
21
日
（
木
）
に
、

リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
交
通
広

告
実
務
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
に
12
社
32
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
33

社
１
１
６
名
の
参
加
が
あ
り
多
く
の
会
員

社
の
皆
さ
ま
と
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
９
月
21
日
（
木
）
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
会
議
室 

リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催

第
１
部　

13
：
40
〜
14
：
40

演
題
：「
鉄
道
沿
線
の
特
性
と
魅
力
に
つ
い

て
」

︿
理
論
編
﹀

講
師
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
統
括

局　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
局
長　

尾
張
英
正
氏

︿
実
践
編
﹀
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
：
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
統
括

本
部
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
室

S
U
U
M
O
編
集
部　

S
U
U
M
O
編
集

首
都
圏
支
部

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
13
日
（
月
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
大

会
議
室

講
師
：
株
式
会
社
ロ
ッ
テ　

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
本
部
情
報
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
宣
伝

企
画
課　

坂
本
実
咲
氏

演
題
：
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
×
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
交
通
広
告
展
開

株
式
会
社
ロ
ッ
テ
の
「
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
」
と
ス
イ
ス
高
級
機
械
式
腕
時
計
ブ
ラ

ン
ド
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
」
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
を
期
間
限
定
で
販
売

し
た
際
の
広
告
展
開
の
企
画
に
つ
い
て
で

す
。
３
月
21
日
（
火
）
に
新
商
品
「
コ
ア

ラ
の
マ
ー
チ
︿
レ
モ
ン
タ
ル
ト
﹀
」
が
発

売
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
に
、“
楽
し
い
ひ
と

時
”を
お
届
け
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、「
コ

ア
ラ
の
マ
ー
チ
︿
チ
ョ
コ
﹀
」、「
コ
ア
ラ

の
マ
ー
チ
︿
い
ち
ご
﹀
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
絵
柄
に｢

フ
ラ

ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー｣

の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
に
加
え
、「
フ
ラ
ン

ク 

ミ
ュ
ラ
ー
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
記
念
し
て
、
３
月
20
日
（
月
）
か
ら
４

月
２
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
コ

ア
ラ
の
マ
ー
チ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
コ
ア

ラ
の
マ
ー
チ
く
ん
”
が
「
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ

ラ
ー
」
の
東
京
本
店
が
あ
り
、
ハ
イ
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
多
く
並
ぶ
街
・
銀
座
駅

で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
観
が
溢
れ

る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
広
告
を
展
開
し
ま
し
た
。

講師の坂本実咲氏

熱心に聴講する皆さま
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１
G
G
M　

柿
崎
隆
氏

㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

交
通
メ
デ
ィ
ア
統
括
局　

販
売
企
画
局
次

長　

木
村
素
彦
氏

第
２
部　

14
：
50
～
15
：
50

演
題
：「
屋
外
広
告
、
交
通
広
告
の
変
遷
」

講
師
：
㈱
J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

交
通
メ
デ
ィ
ア
統
括
局
長　

横
山

新
一
氏

参
加
者
：
会
場
32
名
／
オ
ン
ラ
イ
ン

１
１
６
名

研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
久
保
正
支
部
長
）
で
は
、
10

月
12
日
（
木
）
～
13
日
（
金
）
に
わ
た
り
九

州
に
て
広
告
媒
体
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
時
：
２
０
２
３
年
10
月
12
日
（
木
）
～

13
日
（
金
）

場
所
：
小
倉
駅
・
新
山
口
駅

目
的
：
小
倉
駅
お
よ
び
新
山
口
駅
広
告
媒

体
視
察

参
加
者
：
支
部
会
員
７
社
14
名

概
要
：
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
九

州
に
て
広
告
媒
体
研
修
会
を
実
施
、
小
倉
駅

お
よ
び
新
山
口
駅
の
広
告
媒
体
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
支
部
会
員
同
士
で
、
活
発
な
意
見

お
よ
び
情
報
交
換
を
行
い
、
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

四
国
支
部

開会のあいさつをする冨田栄次副支部長

第 2 部講師の横山氏 会場の皆さま

第 1 部講師の尾張氏、柿崎氏、木村氏 ( 左から )

　

環
境
委
員
会
（
冨
田
栄
次
委
員
長
）
は
、

11
月
７
日
（
火
）
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
12
階
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

に
て
、
２
０
２
３
年
度
第
１
回
委
員
会
を

委
員
６
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
新
井
良
亮
会
長
よ
り
、

　

日
本
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
が
大
変
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、不
安
定
要
素
が
多
々

あ
る
中
、
広
告
業
界
で
社
会
に
対
し
て
何

の
提
案
が
で
き
る
か
を
考
え
て
行
か
な
く

環
境
委
員
会

委
員
会
便
り

小倉駅のデジタルサイネージ

小倉駅にて参加者集合新山口駅のデジタルサイネージ

新山口駅

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
冨
田
栄
次
委
員
長
よ
り
、

　

鉄
道
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
優
れ
て
い

て
、
大
量
輸
送
な
ど
交
通
分
野
全
体
の
環

境
負
荷
の
軽
減
に
非
常
に
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
実
際
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
目
的
と
し
て
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
共
交
通
広
告
業
界
に

と
り
ま
し
て
は
広
告
主
、
鉄
道
媒
体
社
、

広
告
代
理
店
と
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
と
い
っ

た
素
材
を
含
め
た
政
策
綱
領
を
含
め
た
取

り
付
け
会
社
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

製
造
取
り
付
け
配
信
会
社
と
関
連
会
社
そ

れ
ぞ
れ
が
各
領
域
に
お
い
て
出
さ
れ
た
課

題
を
超
え
て
い
く
こ
と
が
現
在
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
先
月
か
ら
東
京
証
券
取
引
所

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
若
い
人
た
ち

は
、
商
品
や
企
業
を
選
択
す
る
時
に
、
企

業
の
目
的
は
何
か
、
理
念
は
何
な
の
か
と

い
っ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
環
境
問
題
に
も

心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
延
長
線
上
で
そ
の
問
題
を
考
え

て
い
た
の
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
誰
も
振

り
向
い
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
付
加
価
値

を
つ
け
た
も
の
、
或
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
戦
略
を
立
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
現
在
、
鉄
道
を
利
用
す
る

人
は
以
前
の
７
、
８
割
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
を

提
案
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
環

境
下
で
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の
か
、
企

業
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
皆

さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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活
用
開
始｣

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
出
さ

れ
た
株
式
会
社
オ
リ
コ
ム
よ
り
、
加
藤
慎

吾
氏
、
熊
谷
学
氏
、
近
藤
岳
彦
氏
の
３
名

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
事
例
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
７
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
00
分

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
12
階

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
A

会
議
次
第
：

新
井
良
亮
会
長
挨
拶

冨
田
栄
次
委
員
長
挨
拶

議
題

（
１
）
環
境
活
動
事
例
報
告

株
式
会
社
オ
リ
コ
ム

毎年 1回心を無にして木彫りに挑戦しています。今回は、
巻貝を彫ってみました。円錐形を作り、らせん状に筋を彫
り入れればいいのではと安直に考えていましたが、巻貝の
蓋の部分の構造が思った以上に複雑で、貝の巻きが緩く
なってしまいました。三次元を再現するのって難しいです
ね。次回もチャレンジします。みなさまの 2024 年のチャ
レンジ教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 
information@j-jafra.jp

●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

編集後記

に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。民
間
企
業
の
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
出
た

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
各
企
業
に
と
っ
て
作
業
面
で
も
コ

ス
ト
面
で
も
負
担
が
増
す
と
い
う
こ
と
も

事
実
で
、
そ
れ
相
応
の
覚
悟
が
必
要
な
分

野
で
す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
各
社
そ

れ
ぞ
れ
ご
意
見
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す

の
で
活
発
な
議
論
に
よ
り
、
有
意
義
な
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
19
日
に｢

自
社
で
使
用
す

る
印
刷
物
の
『
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
』説明するオリコム加藤慎吾氏（左）

自
社
使
用
印
刷
物
の「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
」
活
用

・
事
例
紹
介

・
質
疑
応
答

（
２
）
今
年
度
事
業
報
告

・
第
17
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
報
告

（
３
）
そ
の
他

・
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て 

現
在
使
用
し
て
い
る
J
A
F
R
A
の
環
境

方
針
ポ
ス
タ
ー
並
び
に
カ
ー
ド
は
２
０
１

５
年
作
成
の
も
の
な
の
で
、
以
降
、
環
境

に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
大
き
な
変
化

が
あ
る
の
で
、
更
新
す
る
時
期
が
来
て
い

る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

現在使用されている環境方針ポスター


